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◆
組
合
長
挨
拶
（
代
読
）―
―

　
本
日
は
、
令
和
４
年
度
の
通
常

総
会
を
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
策
の
一
環
と

し
て
、
事
前
の
議
決
権
行
使
を
推

奨
し
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
日
の
進
行
に
つ
き
ま

し
て
も
、
感
染
防
止
に
配
慮
し
た

形
で
、
進
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　
我
々
も
、
昨
今
の
厳
し
い
環
境

下
に
あ
る
中
、
組
合
員
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
役
職

員
一
同
、
更
な
る
健
全
経
営
を
目

指
し
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
参
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　
本
日
は
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

●
承
認
・
決
定
さ
れ
た
各
議
案
●

○�

令
和
３
年
度
（
第
73
年
度
）
貸

借
対
照
表
・
損
益
計
算
書
・
損

失
処
理
案
・
注
記
表
及
び
事
業

報
告
に
つ
い
て

○�

令
和
４
年
度
（
第
74
年
度
）
事

業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

○�

小
型
定
置
漁
業
（
岩
手
県
知
事

許
可
）
の
更
新
に
つ
い
て

○�

長
期
事
業
計
画
書
〔
経
営
改
善

計
画
書
（
案
）〕
の
策
定
に
つ

い
て

○�

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

○�

任
期
満
了
に
伴
う
総
代
選
挙
に

つ
い
て

　
　
そ
の
他

○�

令
和
３
年
度
総
会
（
総
代
会
）

で
議
決
し
た
事
項
の
処
理
状
況

に
つ
い
て

○�

漁
業
生
産
力
の
発
展
に
関
す
る

計
画
の
達
成
状
況
に
つ
い
て

●
報
告
さ
れ
た
事
業
の
概
況
●

◎
共
済
事
業

　「
浜
の
安
心
を
未
来
へ
～
ひ
ろ

げ
よ
う
共
済
の
輪
～
Ｊ
Ｆ
共
済
３

か
年
計
画
」
の
中
間
年
度
を
実
施

し
た
結
果
、
事
業
総
利
益
（
粗
利

益
）
は
７
４
６
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

◎
購
買
事
業

　
ト
ラ
ウ
ト
用
資
材
や
ボ
イ
ル
若

布
用
粉
砕
塩
の
取
扱
量
増
加
に
よ

り
、
そ
の
他
漁
業
用
資
材
が
計
画

を
上
回
っ
た
。
ま
た
、
秋
サ
ケ
不

漁
や
厚
種
カ
キ
の
種
苗
購
入
見
合

わ
せ
に
よ
り
、
包
装
資
材
、
種

苗
が
計
画
を
下
回
る
結
果
と
な

り
、
事
業
総
利
益
（
粗
利
益
）
は

４
２
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
販
売
事
業

　
ウ
ニ
漁
は
、
殻
付
ウ
ニ
の
魚
市

場
出
荷
再
開
と
口
開
け
方
法
の
工

夫
に
よ
り
数
量
、
金
額
と
も
前
年

を
上
回
り
、
ナ
マ
コ
の
水
揚
げ
も

順
調
に
推
移
し
た
が
、
ア
ワ
ビ
に

つ
い
て
は
、
単
価
が
前
年
を
上

回
っ
た
も
の
の
海
況
に
恵
ま
れ
ず

３
回
の
口
開
け
に
と
ど
ま
り
、
天

然
ワ
カ
メ
も
海
況
に
恵
ま
れ
ず
自

家
消
費
で
の
口
開
け
、
天
然
コ
ン

ブ
は
口
開
け
が
無
か
っ
た
。
養
殖

生
産
物
の
カ
キ
・
ホ
タ
テ
は
、
台

風
及
び
時
化
に
よ
る
被
害
を
受
け

ず
出
荷
量
が
増
加
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

る
単
価
変
動
は
あ
っ
た
も
の
の
金

額
で
も
昨
年
を
上
回
り
、
す
き
昆

布
は
、
前
年
同
様
、
買
受
人
の

在
庫
が
捌
け
ず
単
価
安
と
な
っ

た
が
、
当
期
取
扱
高
は
計
画
を

上
回
り
、事
業
総
利
益
（
粗
利
益
）

は
１
，
０
４
４
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

通　常　総　 会　開　催通　常　総　 会　開　催
（第 73 年度）令 和 4 年 度

　
令
和
４
年
度
通
常
総
会
が
６
月
28
日
（
火
）
宮
古
漁
協
ビ
ル
４
階
大
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

令
和
３
年
度
事
業
報
告
並
び
に
令
和
４
年
度
事
業
計
画
等
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
原
案
の
通
り
承
認
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
度
と
同
様
に
書
面

に
よ
る
議
決
権
行
使
の
方
法
を
案
内
し
、
正
組
合
員
４
０
４
名
（
本
人
出
席
２
１
名
、
書
面
決
議

３
８
３
名
）
が
出
席
い
た
し
ま
し
た
。
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◎
製
氷
冷
凍
冷
蔵
事
業

　
原
料
転
換
施
設
の
冷
凍
機
を
ノ

ン
フ
ロ
ン
化
し
本
格
稼
働
を
開
始

し
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
で
あ
る

二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
、
削
減
計

画
に
対
し
１
８
６
％
と
大
き
な
削

減
効
果
が
得
ら
れ
た
。
製
氷
工
場

と
自
動
販
売
製
氷
機
に
お
い
て
は
、

安
定
し
た
供
氷
体
制
を
整
え
、
高

鮮
度
な
水
産
物
の
水
揚
げ
及
び
販

売
に
寄
与
し
た
。
ま
た
、
組
合
員

の
生
産
性
の
向
上
を
念
頭
に
、
餌

料
の
生
産
供
給
と
保
管
に
努
め
、

衛
生
管
理
を
徹
底
し
た
冷
凍
販
売

品
の
生
産
や
ワ
カ
メ
・
コ
ン
ブ
等

の
受
託
加
工
作
業
を
行
っ
た
が
、

サ
ン
マ
・
秋
サ
ケ
の
記
録
的
な
不

漁
が
大
き
く
響
き
、
サ
バ
・
タ
ラ
・

ス
ル
メ
等
を
取
扱
っ
た
も
の
の
、

事
業
総
利
益
（
粗
利
益
）
は
計
画

を
下
回
る
▲
５
，
０
２
０
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

◎
漁
業
自
営
事
業

　
主
要
魚
種
で
あ
る
秋
サ
ケ
は
、

近
年
の
地
球
温
暖
化
に
よ
る
海
水

温
・
海
流
の
変
化
に
よ
り
稚
魚
の

成
育
低
下
、
日
本
海
側
で
漁
獲
量

が
増
え
た
り
と
回
帰
率
に
大
き
く

影
響
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
要
因

が
み
ら
れ
、
尾
数
は
11
千
尾
、
数

量
は
３
７
ト
ン
と
計
画
を
大
き
く

下
回
り
、
ま
た
、
そ
の
他
の
魚
種

で
は
サ
バ
が
昨
年
度
同
様
に
好
調

で
あ
り
ま
し
た
が
、
事
業
総
利

益
（
粗
利
益
）
は
計
画
を
下
回
る

２
６
，
１
０
５
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

◎
市
場
事
業

　
地
方
卸
売
市
場
の
役
割
と
し
て
、

受
入
態
勢
の
強
化
並
び
に
公
正
な

販
売
取
引
を
念
頭
に
置
き
、
廻
来

船
誘
致
活
動
及
び
品
質
衛
生
管
理

の
充
実
を
図
り
、
水
揚
増
大
を
目

標
に
日
々
努
め
た
結
果
、
サ
バ
の

水
揚
数
量
は
増
加
し
た
も
の
の
、

秋
サ
ケ
や
サ
ン
マ
・
ス
ル
メ
が
不

漁
で
あ
っ
た
た
め
水
揚
金
額
は
減

少
し
、
取
扱
量
は
２
４
，
１
４
８

ト
ン
と
計
画
を
上
回
っ
た
も
の

の
、
事
業
総
利
益
（
粗
利
益
）
は

１
２
，
３
７
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

◎
造
船
事
業

　
安
全
を
第
一
に
生
産
向
上
に
努

め
た
結
果
、
上
架
隻
数
は
増
加
し

た
も
の
の
修
理
費
の
減
少
に
よ
り

受
入
利
用
料
は
計
画
を
下
回
る

５
，３
８
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
指
導
事
業

　
改
正
漁
業
法
に
基
づ
き
「
漁
業

生
産
力
の
発
展
に
関
す
る
計
画
」

を
策
定
し
、「
地
域
再
生
営
漁
計

画
」
及
び
「
浜
の
活
力
再
生
（
広

域
）
プ
ラ
ン
」
を
基
軸
に
、
そ
の

実
行
に
取
り
組
ん
だ
。

　
広
報
誌
「
漁
協
だ
よ
り
」
に
よ

り
、
組
合
事
業
の
取
り
組
み
状
況

報
告
や
漁
場
環
境
調
査
結
果
の
内

容
や
水
産
全
般
に
関
す
る
諸
情
報

提
供
と
知
識
向
上
に
努
め
る
と
と

も
に
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
よ

り
一
層
強
化
し
、
密
漁
防
止
対
策
、

油
流
出
時
の
対
応
等
を
迅
速
に
行

い
被
害
拡
大
防
止
に
努
め
、
水
族

資
源
の
管
理
を
図
り
な
が
ら
、
磯

根
資
源
の
増
繁
殖
を
図
る
た
め
、

ア
ワ
ビ
種
苗
３
０
５
千
個
、
ナ
マ

コ
種
苗
２
０
千
個
、
内
湾
奥
域
漁

場
に
お
い
て
は
、
ホ
ッ
キ
貝
１
・
５

ト
ン
放
流
す
る
と
と
も
に
、
組
合

員
ご
協
力
の
も
と
害
敵
駆
除
を
継

続
し
て
行
っ
た
。
魚
類
に
つ
い
て

は
、
ヒ
ラ
メ
稚
魚
５
９
．８
千
尾
、

ア
ユ
稚
魚
１
５
０
㎏
を
放
流
し
、

ウ
グ
イ
の
増
産
を
目
的
に
産
卵
場

造
成
に
も
努
め
た
。
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
経
済
対

策
事
業
等
の
情
報
提
供
及
び
支
援

を
行
っ
た
。
高
浜
水
産
研
究
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
は
、
各
種
養
殖
種

苗
生
産
に
努
め
な
が
ら
「
未
来
に

つ
な
ぐ
美
し
い
海
計
画
」
に
基
づ

く
漁
場
環
境
調
査
結
果
及
び
ホ
タ

テ
ガ
イ
ラ
ー
バ
調
査
結
果
や
関
係

機
関
の
諸
情
報
等
を
関
係
組
合
員

へ
提
供
し
た
。
加
え
て
、
宮
古
市

か
ら
の
委
託
事
業
で
あ
る
陸
上
養

殖
（
ホ
シ
ガ
レ
イ
）
に
つ
い
て
は
、

８
０
３
尾
を
出
荷
し
、
本
年
度
も

実
証
試
験
を
行
い
、魚
類
養
殖
（
宮

古
ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
）
に
つ

い
て
は
、
第
２
期
目
と
し
て
、
令

和
３
年
３
月
中
旬
よ
り
７
月
中
旬

ま
で
に
８
９
．９
ト
ン
を
出
荷
し
、

本
年
度
も
漁
協
単
独
の
海
面
魚
類

養
殖
試
験
事
業
と
し
て
実
施
致
し

ま
し
た
。

◎
さ
け
・
ま
す
ふ
化
放
流
事
業

　
今
年
度
の
秋
サ
ケ
の
回
帰
は
、

過
去
最
低
水
準
と
な
っ
た
昨
年
度

通　常　総　 会　開　催通　常　総　 会　開　催
（第 73 年度）令 和 4 年 度
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を
さ
ら
に
下
回
る
結
果
と
な
り
、

津
軽
石
・
松
山
両
ふ
化
場
を
合
わ

せ
た
稚
魚
の
生
産
尾
数
は
１
６
％

に
留
ま
り
ま
し
た
。

◎
無
線
事
業

　
所
属
漁
船
へ
の
定
時
気
象
通
報

と
併
せ
、
各
警
報
・
注
意
報
発
令

時
は
い
ち
早
く
情
報
を
提
供
し
、

北
朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
発
射
時
に
お
い

て
は
自
動
放
送
シ
ス
テ
ム
に
よ
り

緊
急
速
報
を
発
信
、
ま
た
、
安
全

操
業
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
救
命

胴
衣
着
用
の
周
知
に
努
め
ま
し

た
。

◎
魚
類
養
殖
事
業

　
２
年
間
の
試
験
事
業
を
終
え
、

第
３
期
目
と
し
て
令
和
３
年
９
月

よ
り
養
殖
生
簀
１
基
を
増
設
し
、

計
３
基
で
開
始
し
た
。
ま
た
、
令

和
３
年
10
月
１
日
に
は
、
一
区
第

１
５
２
号
「
さ
け
・
ま
す
小
割
式

養
殖
業
」
と
し
て
、
区
画
漁
業
権

の
免
許
を
取
得
す
る
な
ど
、
よ
り

効
率
的
な
生
産
体
制
と
安
心
・
安

全
な
品
質
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

◎
利
用
事
業

　
各
共
同
利
用
施
設
の
適
正
な
管

理
と
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、
利

用
の
促
進
に
努
め
ま
し
た
。

◎
そ
の
他
の
事
業

　
森
・
川
・
海
の
密
接
な
る
関
係

性
を
踏
ま
え
て
、
定
期
的
に
森
林

の
巡
視
を
行
い
、
資
産
の
維
持
と

管
理
に
努
め
ま
し
た
。

　
我
が
国
の
経
済
は
、
感
染
対
策

に
万
全
を
期
し
、
経
済
社
会
活
動

が
正
常
化
に
向
か
う
中
で
、
各
種

政
策
の
効
果
や
海
外
経
済
の
改
善

も
あ
っ
て
、
景
気
が
持
ち
直
し
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
も
の
の
、
国

際
情
勢
に
よ
る
地
政
学
的
リ
ス
ク

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
国
内
外
経
済
へ
の
影
響
の
先
行

き
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
水
産
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
総
じ
て
厳
し
い
状
況
下
が

続
い
て
お
り
、
従
前
に
も
増
し
て

よ
り
健
全
な
漁
業
経
営
機
能
の
確

立
と
組
織
基
盤
の
強
化
・
充
実
を

目
指
し
、
令
和
４
年
３
月
31
日
開

催
の
理
事
会
で
決
議
さ
れ
た
「
長

期
事
業
計
画
書
（
経
営
改
善
計
画

書
）」
に
つ
い
て
、
定
款
及
び
職
務

権
限
等
に
基
づ
く
確
実
な
実
践
と
、

Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
水
産
資
源

の
適
切
な
管
理
と
水
産
業
の
成
長

産
業
化
を
両
立
さ
せ
た
活
力
あ
る

漁
業
を
構
築
す
る
た
め
、
浜
の
構

造
改
革
や
漁
業
者
（
組
合
員
）
の

所
得
向
上
に
向
け
た
改
革
を
促
進

し
、
引
き
続
き
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
の

新
運
動
方
針
等
を
基
軸
に
各
種
取

り
組
み
の
着
実
な
推
進
と
実
現
に

努
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
実
践
に
は
、
組
合
員
各
位

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
っ
て
こ

そ
実
効
が
挙
が
る
も
の
で
あ
り
、

次
の
重
点
事
項
を
掲
げ
鋭
意
専
心

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

１�

．
組
合
員
の
信
頼
に
応
え
う
る
更

な
る
組
織
強
化
を
目
指
し
、「
Ｊ

Ｆ
グ
ル
ー
プ
新
運
動
方
針
」
に

対
応
し
た
「
岩
手
県
版
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
の
実
践
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

２�

．
改
正
漁
業
法
に
基
づ
く
「
漁

業
生
産
力
の
発
展
に
関
す
る
計

画
」、「
地
域
再
生
営
漁
計
画
」

及
び
「
浜
の
活
力
再
生
（
広
域
）

プ
ラ
ン
」
を
基
軸
に
、
地
域
の

実
情
に
即
し
た
諸
課
題
解
決
に

向
け
、
引
き
続
き
そ
の
実
行
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

３�

．「
長
期
事
業
計
画
書
（
経
営
改

善
計
画
書
）」
の
理
事
会
決
議
に

基
づ
き
、
役
員
定
数
及
び
総
代

定
数
の
見
直
し
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

４�

．「
長
期
事
業
計
画
書
（
経
営
改

善
計
画
書
）」
の
理
事
会
決
議
に

基
づ
き
、
岩
手
県
及
び
増
殖
協

会
の
指
導
の
も
と
、
ふ
化
場
再
編

計
画
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

５�

．「
長
期
事
業
計
画
書
（
経
営
改

善
計
画
書
）」
の
理
事
会
決
議
に

基
づ
き
、
令
和
３
年
10
月
１
日

付
け
で
免
許
取
得
し
た
一
区
第

１
５
２
号
さ
け
・
ま
す
小
割
式

養
殖
業
（
ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
）

の
強
化
・
増
大
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

６�

．
環
境
保
全
対
策
の
継
続
実
施
と

海
洋
環
境
の
注
視
に
努
め
、
資

源
管
理
型
漁
業
の
効
果
的
実
践

に
よ
る
漁
業
生
産
力
の
向
上
、

及
び
適
切
な
漁
場
管
理
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

７�

．
衛
生
管
理
の
徹
底
に
よ
る
各
種

水
産
物
の
「
安
全
・
安
心
・
高
品

質
化
」に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

８�

．組
合
員
の
経
営
安
定
に
貢
献
し

う
る
各
般
事
業
の
効
率
的
か
つ

積
極
的
展
開
、
及
び
ト
ー
タ
ル

コ
ス
ト
削
減
と
可
能
な
限
り
の

自
助
努
力
を
傾
注
し
、
組
合
経

営
の
健
全
性
確
保
と
組
織
基
盤

の
強
化
・
安
定
を
目
指
し
ま
す
。

９�

．
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
等

遵
守
）
の
徹
底
と
内
部
管
理
体

制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

令
和
４
年
度
基
本
方
針
・
重
点
事
項

令
和
４
年
度
基
本
方
針
・
重
点
事
項

令
和
４
年
度
基
本
方
針
・
重
点
事
項

平
成 

（
令
和
元
）
年
度
基
本
方
針
・
重
点
事
項

第
一
回
理
事
会

（ ） ４月
２７日

第
二
回
理
事
会

（ ） ５月
２６日

理
事
会
報
告

㈠�

組
合
加
入
・
脱
退
に
つ
い
て

　（
継
承
加
入
者
）

　
石
川
　
誠
　
　（
鍬
ヶ
崎
地
区
）

　
田
中
　
ユ
リ
　（
鍬
ヶ
崎
地
区
）

　
大
森
　
英
明
　（
津
軽
石
地
区
）

㈡�

令
和
４
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

㈢�

資
産
自
己
査
定
の
報
告
に
つ
い

て
㈣�

固
定
化
債
権
の
回
収
状
況
及
び

処
理
方
針
に
つ
い
て

㈤�

漁
業
生
産
力
の
発
展
に
関
す
る

計
画
の
達
成
状
況
に
つ
い
て

㈥�
小
型
定
置
漁
業
（
岩
手
県
知
事

許
可
）
の
更
新
に
つ
い
て

㈦�

令
和
３
年
度
業
務
報
告
に
つ
い

て
㈧�

令
和
４
年
度
事
業
計
画
の
設
定

に
つ
い
て

㈨�

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

㈩�

任
期
満
了
に
伴
う
総
代
選
挙
に

つ
い
て

　
　
そ
の
他

㈠�

魚
市
場
水
揚
報
告
に
つ
い
て

㈡�

令
和
３
年
度
組
合
脱
退
者
の
報

告
に
つ
い
て

㈢�

令
和
３
年
度
下
半
期
開
催
の
理

事
会
決
定
事
項
の
処
理
状
況
に

つ
い
て

㈣�

宮
古
漁
協
の
経
営
実
態
及
び
経

営
課
題
に
係
る
調
査
結
果
に
つ

い
て

㈠�

組
合
加
入
に
つ
い
て

　（
新
規
加
入
者
）

　
千
葉
　
力
志
　（
崎
山
地
区
）

㈡�

令
和
３
年
度
業
務
全
般
監
査
報

告
に
つ
い
て

㈢�

総
代
会
・
総
会
提
出
議
案
審
議

に
つ
い
て

㈣�

総
代
会
・
総
会
開
催
日
時
決
定

に
つ
い
て

　
　
そ
の
他

㈠�

育
英
奨
学
生
の
採
用
に
つ
い
て

㈡�

業
務
報
告
に
つ
い
て

㈢�

令
和
４
年
度
宮
古
市
水
産
課
関

係
事
業
に
つ
い
て

㈣�

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
係
る

対
応
方
に
つ
い
て

≪漁業コスト削減のための取り組みについて≫

 

　現在、浜の活力再生プランでは「漁業コスト削減」として以下の取り組みを実施しておりますので、

組合員皆様のご協力をお願いします。
　

　①　漁業経営セーフティネット構築事業の導入

　主にすき昆布、干しワカメの生産で燃油の使用料が多い養殖漁業者や漁船漁業者に対し、燃油

高騰対策として、漁業セーフティネットの加入促進に努めております。

（支援措置：漁業経営セーフティネット構築事業）

　②　省燃油航行の推進

　漁船の船底及びプロペラの清掃（年１回以上）の実施、減速航行（１ノット）の実施を行い、

燃油消費量を削減することとしております。

　③　低燃費推進機関の導入

　機能が劣化している推進機関について、低燃費推進機関への換装を推進しております。

（支援措置：競争力強化型機器等導入緊急対策事業）

※「浜の活力再生（広域）プラン」、「浜の活力再生プラン」、「漁業生産力の発展に関する計画」、

「地域再生営漁計画」の取り組み内容等を宮古漁協ホームページに掲載しておりますので、ご覧頂き、

目標達成に向け組合員皆様のご協力をお願い致します。



（5） 第１５６号 令和４年８月発行みやこ漁協だより

　
無
事
故
漁
船
表
彰
は
基
準

日
か
ら
遡
っ
て
５
年
間
漁
船

保
険
に
継
続
し
て
付
保
し
、

か
つ
無
事
故
等
の
基
準
を
満

た
し
た
漁
船
所
有
者
が
対
象

に
な
り
ま
す
。

　
今
年
は
第
八
十
八
清
福
丸

所
有
者
有
限
会
社
浜
田
漁
業

部
さ
ん
、
第
十
八
徳
寿
丸
所

有
者
佐
々
木
實
津
雄
さ
ん
が

日
本
漁
船
保
険
組
合
よ
り
無

事
故
漁
船
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
７
月
20
日
、
宮
古
市
民
文
化
会
館
に
て
開
催
さ

れ
た
「
海
の
日
」
記
念
式
典
に
お
い
て
、
大
井
組

合
長
が
海
事
功
労
者
表
彰
で
あ
る
国
土
交
通
大
臣

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
大
井
組
合
長
は
平
成
18
年
７
月
よ
り
、
海
上
保

安
協
会
宮
古
支
部
支
部
長
と
し
て
現
在
ま
で
多
年

に
わ
た
り
海
上
保
安
業
務
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

　
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

漁
船
保
険 

無
事
故
漁
船
表
彰

大
井
組
合
長

　
  

国
土
交
通
大
臣
表
彰

≪漁業コスト削減のための取り組みについて≫

 

　現在、浜の活力再生プランでは「漁業コスト削減」として以下の取り組みを実施しておりますので、

組合員皆様のご協力をお願いします。
　

　①　漁業経営セーフティネット構築事業の導入

　主にすき昆布、干しワカメの生産で燃油の使用料が多い養殖漁業者や漁船漁業者に対し、燃油

高騰対策として、漁業セーフティネットの加入促進に努めております。

（支援措置：漁業経営セーフティネット構築事業）

　②　省燃油航行の推進

　漁船の船底及びプロペラの清掃（年１回以上）の実施、減速航行（１ノット）の実施を行い、

燃油消費量を削減することとしております。

　③　低燃費推進機関の導入

　機能が劣化している推進機関について、低燃費推進機関への換装を推進しております。

（支援措置：競争力強化型機器等導入緊急対策事業）

※「浜の活力再生（広域）プラン」、「浜の活力再生プラン」、「漁業生産力の発展に関する計画」、

「地域再生営漁計画」の取り組み内容等を宮古漁協ホームページに掲載しておりますので、ご覧頂き、

目標達成に向け組合員皆様のご協力をお願い致します。



（6）第１５６号 令和４年８月発行みやこ漁協だより

　「
未
来
に
つ
な
ぐ
美
し
い
海
計

画
」
に
基
づ
く
漁
場
環
境
調
査
に

つ
い
て
、
日
出
島
・
臼
木
・
白

浜
漁
場
の
三
定
点
に
お
け
る
透
明

度
・
水
温
・
比
重
・
栄
養
塩
（
硝

酸
態
窒
素
）
の
調
査
結
果
に
つ
い

て
御
報
告
致
し
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
結
果
と
昨
年
同
期

を
比
較
し
ま
す
と
、
水
温
…
４
月

～
６
月
ま
で
は
昨
年
よ
り
低
く
推

移
し
て
い
ま
す
。
比
重
…
昨
年
同

様
、
安
定
し
て
い
ま
す
。
栄
養
塩

…
０
ｍ
層
の
６
月
が
昨
年
よ
り
低

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の

月
と
10
ｍ
層
は
高
く
推
移
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
漁
協
だ
よ
り
等
、

各
支
店
・
支
所
に
て
結
果
が
ご
覧

に
な
れ
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
参

考
に
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

漁
場
環
境
調
査
結
果
に
つ
い
て

漁
場
環
境
調
査
結
果
に
つ
い
て

漁
場
環
境
調
査
結
果
に
つ
い
て

漁
場
環
境
調
査
結
果
に
つ
い
て

漁
場
環
境
調
査
結
果
に
つ
い
て

ℓℓ

ℓ

ℓ

ℓ
ℓ

ℓ

ℓ ℓ

４月 ５月 ６月 ７月

４月 ５月 ６月 ７月

４月 ５月 ６月 ７月

４月 ５月 ６月 ７月 ４月 ５月 ６月 ７月

４月 ５月 ６月 ７月 ４月 ５月 ６月 ７月

白　浜
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比
重
（

　ｍ
）

10

硝
酸
態
窒
素
（
０
ｍ
）

比
重
（
０
ｍ
）

水
温
（
０
ｍ
）

透
明
度
（
ｍ
）



（7） 第１５６号 令和４年８月発行みやこ漁協だより



（8）第１５６号 令和４年８月発行みやこ漁協だより

　
今
年
度
の
ウ
ニ
漁
も
終
了

し
、
暦
の
う
え
で
は
秋
と
な
り

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
気
温
の

高
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
夏
は
、
24
年
ぶ
り
の
円

安
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
よ
る

物
価
上
昇
、
電
力
不
足
、
新
型

コ
ロ
ナ
第
７
波
、
そ
し
て
安
部

元
首
相
の
銃
襲
撃
事
件
な
ど

色
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
浜
は
秋
漁
の
本

番
と
な
り
、秋
刀
魚
や
秋
サ
ケ
、

11
月
か
ら
は
あ
わ
び
漁
も
始

ま
り
ま
す
。
大
漁
に
な
る
こ
と

を
願
い
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が

み
な
さ
ん
に
届
く
よ
う
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
次
号
（
第
百
五
十
七
号
）
は

令
和
五
年
一
月
発
行
の
予
定
で

す
。

みやこ漁協だより

令和４年８月発行    Ｎｏ.１５６

（創刊　昭和６０年６月）

発行　宮古市光岸地４番４０号

　　　宮古漁業協同組合
　　　（☎宮古（６２）１２３４㈹）

編集責任者　大　井　誠　治

編
集
後
記

漁 船 を 所 有 す る 組 合 員 の 方 へ

【出航前点検のお願い】

　今年３月、普代村沖で発生した漁船転覆事故を受けて、宮古海上保安署より緊急

安全指導がありました。この事故について、転覆した漁船を引き揚げて確認したところ、

船底のプロペラ点検口が開いていて、そこから海水が浸水したことが転覆の原因だと

考えられています。

　海難事故防止のためにも、出航前点検をお願いします。

・航行する際は、「点検口」を確実に閉鎖しましょう。       

・船体、機関、燃料、救命設備などの点検をしましょう。

・法定書類・法定備品の搭載を確認しましょう。

・気象・海象に不安を感じる、船体・機関に異常が

　ある場合には、出航しないようにしましょう。

・携帯電話、無線など洋上での連絡手段を確保しましょう。


